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の診断率は sensitivity:74.6%, specificity: 99.3%, ac-
curacy: 92.3%であった．次に false-negative症例を組
織別に比較したところ，浸潤癌において SC町 houscar-































率は各々， 1週以内（43例） 88.4%. 37.2%, 3週以























































































式は Auchincloss法 1例，児玉法12171］，児玉法＋PS1 
例，拡大乳房切断術 1例であった．腫蕩の主たる占拠
部位はC領域がlf91Jと多数を占めた．結果： ACM 濃
度は，非転移リンパ節では， laが 17.06±5.41μg/g, 
lbが 1390±5.69 μgig, 2が 15.60±6.34μg/gと各リ
ンパ節ともに高いリンパ節内 ACM濃度を得ることが


























































































生存率 A36%, B 0%）であった．両者の背景因子は
骨転移併発頻度のみ差（p<0.05,B群に高頻度）が
みられたが骨転移は生存に影響せず，肝転移併発有無，
無再発期間，胸水治療側（乳癌原発側と比較しての同
側又は対側）， リンパ節再発の有無等が予後に影響し
たが， Cox比例jハザードモデノレによる多因子解析にて
リンパ球移入治療の有無が最も強く (x2=7.93 
p=0.005）予後に影響した
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